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	１．総務委員会
	２．広報委員会
	３）要素技術安全研究会（主査：川島　興氏）【第2種】
	（１）活動内容
	① 機能安全の基本安全規格IEC 61508及び安全関連制御に機能安全を適用する関連規格（産業機械，パワードライブシステム，ロボット，無人搬送車など）の調査を通じて，機
	能安全規格の理解を深めるとともに課題を顕在化します．
	・機能安全を意図したIEC， ISO規格、法令等の状況及びその要求事項の調査
	② 安全に関するトピックスを題材としたディスカッションを行い，知見を広めます．
	（２）研究会開催予定
	年間5回　（6月，7月，10月，12月，2月）
	４）故障物性研究会（主査：土屋英晴氏）【第2種】
	５）LSI故障解析研究会（主査：二川　清氏）【第2種】
	2019年度は前年度と同様，年2回程度，研究会を開催する予定です．

